≪教員解説用≫　ディベート・スモール解説（１）：「事実」と「意見」
【問】の解答

(1)－意見　(2)－意見　(3)－意見　(4)－意見　(5)－意見　(6)－事実　(7)－意見
【問】の解説の前に、（　　）の穴埋めについて答えを伝えて下さい。

①－証拠　②－裏付け　③－判断　④－同意

【問】についての解説
(1)、(3)、(4)、(5)は、意見です。特に主張が形容詞（「素晴らしい」「最良だ（＝良い）」「うまい」「赤い」）のものは、意見（人によって評価が変わる）だと判断できます。

(2)ですが、これも意見に分類されます。なぜならば、事実の定義にあてはまらない（客観的に確認できない）からです。

(6)は、事実に分類されます。これは「“誤った”事実を述べた」となります。

(7)は、「出納係を撃つのを目撃」したと述べられた文章ですが、事実の定義にあるように証拠を挙げて裏付けできるものでなければ、事実と分類してはいけません。つまり、「出納係を撃つのを目撃」したと述べたことは事実かもしれません。しかしながら、スニドハートさんが本当に出納係を撃ったのか否かに関しては、発言者（ここでいう「私達」）の発言のみで今のところ証拠による裏付けがないよな、と聞き手は判断する必要があります。

また実際には、スニドハートさんが「殺人犯人」か否かという記述が事実かどうかも分かりません。“意見をさり気なく事実に仕立て上げているような記述”には要注意です。ディベーターは騙されてはいけません！
～ Open Educational Resources ～　Edited by TDN（東北ディベートネットワーク）

